
作物の生育には光、温度、降水、二酸化炭素などと、

窒素、リン酸、カリウムなどの土壌養分が必要である。

土壌養分では、土壌管理で作物生育の基盤肥沃度を整備

し、施肥管理で窒素、リン酸、カリウムなどの作物生育

に必要な養分供給を行う。土壌管理や施肥管理の具体的

なやり方については、各県などが作物ごとに示しており、

それに基づくと各作物の目標収量が得られるようになっ

ている。しかし、各圃場の土壌養分状況により、当然、

施肥に必要な各肥料成分は変化する。このため、土壌管

理、施肥管理には土壌診断が欠かせない。

ところで、作物の収量と品質は、品種、温度、降水や

日射などの気象要因と、病害虫管理、土壌・施肥管理な

どの栽培要因に左右される。ここでは、作物の収量・品

質と栄養特性の関係をほうれんそうなどを例に、次いで、

長年にわたり土壌診断がなされたデ－タを活用して米の

食味に関する特性とキャベツの収量・品質との関係を検

討した結果を紹介する。

作物の収量・品質と窒素栄養の関係

作物の収量と品質に最も大きな影響をあたえる養分は

窒素である。ほうれんそう、こまつなの窒素施用量と生

育と硝酸含有率との関係、そして窒素施用量とビタミン

Ｃと糖との関係が解析された（建部・2009年）。両作物

とも窒素施用量が増すと生重（収量）も増えたが、高い

と健康に悪影響をおよぼすおそれがある硝酸含有率は急

激に増大した。一方、品質として評価されるビタミンＣ

は無窒素で最も高く、窒素施用量が増えると減少した。

糖については10㎏／10ａ施用で最も高く、それ以上に窒

素施用量が増えると減少した（図－１、２）。人の硝酸イ

オンの摂取は少ないほうが望ましいとされており、多量

の窒素施用はこの面から品質の低下を招くおそれがある。

このように、多量の窒素施用は品質の低下を招く場合

もあり、高収量と高品質が逆の関係にある場合にはその

制御が大変重要で、両者を確保するには窒素施用量の管

理が大事である。そのためには土壌診断によって無機態

窒素量を正確に把握しての適

正施肥が必要であり、例えば、

表－１などを参考に土壌の無

機態窒素量が多いあるいは過

剰の場合は減肥などの対策が

肝要である。

長期土壌診断デ－タに基づく作物の収量と品質との関係

土壌保全対策事業基準点調査の結果などをもとに、土

壌診断値と水稲の品質そしてキャベツの収量との関係を

検討した（草場・2009年、2006年）。基準点調査は、さ

まざまな養分管理・土壌管理・作物管理をしている同一

圃場に対して、土壌特性や作物生育特性の変動を調査し

た事業で、全国を対象に1979年から20年間にわたり実施

された。

西南日本の水稲で13年、13作にわたり土壌の重さ、孔

隙率の物理性と、pHなど８項目の化学性が計測された圃

場で、米の食味に大きな影響をあたえ、多すぎると食味

が下がる玄米タンパク質含率と各土壌診断値との関係が

検討された。玄米タンパク質含量と処理区との関係では、

窒素無施用区以外の処理区間にも有意な差が認められ、
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図－1 窒素施用量（�／10ａ）にともなう生重と硝酸含有率の変化
（建部・2009年）
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図－2 窒素施用量（�／10ａ）にともなう糖・ビタミンＣ含有
率の変化（建部・2009年）

（全農肥料農薬部・2010年）

表－1 野菜畑土壌中の硝酸態
窒素の目安（㎎／100ｇ乾土）
診断 硝酸態窒素
少ない ４以下
適正 ５～15前後
多い 25前後
過剰 50以上




